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団
塊
の
世
代
が
75

歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年

が
わ
が
国
で
は
高
齢
化
率

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

　

高
齢
者
が
人
口
の
25
％

を
超
え
る
と
そ
の
対
策
は

間
に
合
わ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
福
祉

に
つ
い
て
６
点
伺
い
ま
す
。

①
超
々
高
齢
社
会
を
迎
え

る
に
当
た
っ
て
長
期
の

福
祉
政
策
を
示
し
て
ほ

し
い
。

②
単
身
高
齢
者
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

③
市
街
地
の
限
界
集
落
化

を
ど
う
防
ぐ
の
か
。

④
孤
独
死
防
止
策
を
ど
う

す
る
の
か
。

⑤
独
居
老
人
の
見
守
り
対

策
は
。

⑥
介
護
保
険
制
度
で
国
の

方
針
の
在
宅
に
シ
フ
ト

を
す
る
の
か
施
設
型
に

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

①
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
生
き
生
き
と
過
ご

す
に
は「
睦
大
学
」
や

い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

②
救
護
が
必
要
な
高
齢
者

を
早
期
発
見
し
課
題
解

決
に
つ
な
げ
ま
す
。

③
対
応
策
に
つ
い
て
は
研

究
し
ま
す
。

④
⑤
地
域
で
連
携
し
独
居

老
人
へ
の
声
か
け
な
ど

で
、
孤
独
死
防
止
を
し

て
い
き
ま
す
。

⑥
す
べ
て
を
在
宅
で
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
一
定

の
施
設
整
備
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
種

類
や
量
の
検
討
に
入
り

ま
す
。

公
契
約
条
例
の
制
定
は

　

契
約
は
、
業
者
に

価
格
競
争
を
さ
せ
て
一
番

低
い
と
こ
ろ
が
落
札
す
る

仕
組
み
で
す
。

　

公
契
約
条
例
と
は
人
件

費
の
低
さ
で
競
争
す
る
こ

と
を
防
止
し
、
最
低
賃
金

法
や
障
害
者
雇
用
の
確

保
、
男
女
雇
用
均
等
法
な

ど
を
遵
守
し
て
い
る
業
者

と
契
約
を
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
を
採
用
す

る
考
え
は
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
企

業
と
の
契
約
の
実
態
を
伺

い
ま
す
。

　

幾
つ
か
の
自
治
体

で
は
制
定
し
て
い
ま
す

が
、
本
村
で
は
難
し
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
を
参
加
条

件
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

脱
原
発
を
目
ざ
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
「
岩
手
県
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
等

推
進
基
金
事
業
」な
ど
を

活
用
し
て
、
防
災
拠
点
施

設
で
あ
る
役
場
庁
舎
、
各

小
中
学
校
な
ど
に
太
陽
光

発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
を

導
入
す
る
予
定
で
す
。

耕
作
放
棄
地
に

　太
陽
光
発
電
活
用
も

　

農
業
委
員
会
も
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

を
要
望
し
て
い
る
が
、
そ

の
意
図
は
何
か
。

　

先
祖
代
々
受
け
継

ぎ
守
っ
て
き
た
雄
大
な
自

然
を
今
後
と
も
子
孫
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
耕

作
放
棄
地
や
休
耕
地
な
ど

に
太
陽
光
発
電
等
の
活
用

を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く

こ
と
が
、
現
在
の
我
々
の

使
命
で
あ
る
と
い
う
多
く

の
意
見
を
集
約
し
た
も
の

で
す
。

一
般
住
宅
太
陽
光
等

　
　ア
ン
ケ
ー
ト
踏
ま
え

　

一
般
住
宅
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
設
置
な
ど

の
推
進
計
画
は
ど
う
か
。

　

08
年
度
か
ら
今
年

の
７
月
末
ま
で
の
太
陽
発

電
設
置
は
、
４
３
６
件
だ

が
、
今
後
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
回
答
を

踏
ま
え
必
要
な
施
策
を
検

討
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
く
予
定
で
す
。

産
業
ま
つ
り
の
日
程
・

　会
場
変
更
の
効
果
あ
り

　

産
業
ま
つ
り
と
ス

イ
カ
祭
と
の
合
体
は
来
年

も
か
。

　

産
業
ま
つ
り
が
第

30
回
の
節
目
で
あ
る
こ
と

と
、
今
後
の
市
制
移
行
を

踏
ま
え
た
大
規
模
な
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
実
績
を
積
む

こ
と
も
想
定
し
、
ス
イ
カ

祭
と
一
体
で
お
盆
の
直
前

に
合
わ
せ
て
総
合
公
園
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
１
万
３
千

人
余
と
前
年
の48
％
増
と

盛
況
で
し
た
。
出
店
の
売

上
も
前
年
比
1
1
6
％
で

し
た
。
来
年
度
も
同
様
の

方
向
で
考
え
て
い
ま
す

が
、
ス
イ
カ
祭
は
、11
日

（
日
）
一
日
の
み
の
開
催

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
海
兵
隊

の
垂
直
離
着
陸
機
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
は
、
危
険
性

が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

①
こ
の
危
険
な
軍
用
機
の

配
備
に
対
す
る
村
長
の

所
感
は
。

②
訓
練
ル
ー
ト
の
中
に
本

村
の
上
空
も
入
っ
て
お

り
、
村
民
の
安
全
・
安

心
確
保
の
点
で
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

③
国
及
び
ア
メ
リ
カ
大
使

館
に
中
止
等
の
要
請
の

考
え
は
。

　

①
新
聞
報
道
で
は
、

死
亡
事
故
な
ど
重
大
な

事
故
が
発
生
し
、
安
全

性
に
不
安
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
懸
念

し
て
い
ま
す
。

②
防
衛
省
及
び
県
か
ら
連

絡
が
な
く
、
情
報
収
集

に
努
め
ま
す
。

③
県
及
び
県
内
市
町
村
、

町
村
会
な
ど
の
団
体
と

行
動
を
共
に
し
、
要
請

を
見
極
め
ま
す
。

本
村
独
自
の
就
農
支
援
金

制
度
の
考
え
は
な
い
か

　

①「
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
」の
見
直
し

の
ポ
イ
ン
ト
は
。

②
国
に
よ
る「
青
年
就
農

給
付
金
制
度
」の
本
村

の
取
り
組
み
は
。

③
農
業
再
生
の
た
め
に
も

独
自
の
、
後
継
者
な
ど

へ
の
就
農
支
援
金
制
度

の
考
え
は
な
い
か
。

　

①
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
第
１
に
、
国
の

施
策
の
推
進
を
図
り
安

定
的
な
経
営
を
図
る
。

第
２
に
、
制
度
の
活
用

で
新
規
就
農
者
・
認
定

農
業
者
に
よ
る
担
い

手
を
確
保
す
る
。
第
３

に
、
集
落
営
農
組
織
の

設
立
を
目
指
し
ま
す
。

②
給
付
要
件
が
満
た
さ
れ

ず
見
送
り
ま
し
た
。

③
独
自
の
支
援
金
制
度
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

本
村
で
の
新
た
な
考
え
は

　

①
県
内
で
広
が
っ

て
い
る
子
供
の
医
療
費

助
成
の
拡
充
を
行
う
こ

と
で
、
県
の
制
度
の
拡

充
に
つ
な
が
る
が
考
え

は
ど
う
か
。

②
市
制
移
行
に
伴
い
子
育

て
環
境
の
拡
充
が
重
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

①
県
の
拡
充
に
あ

た
っ
て
は
、
助
成
割
合

の
検
討
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

②
長
期
的
な
財
政
の
見
通

し
を
踏
ま
え
、
子
育
て

支
援
政
策
全
体
の
中
で

検
討
し
ま
す
。

　

社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
は
消
費
税
を

２
０
１
４
年
４
月
に
８
％
、

15
年
10
月
に
10
％
に
引
き

上
げ
、
社
会
保
障
は「
権

利
」か
ら「
連
帯
」に
転
換

し
、
自
助
・
自
己
責
任
に

す
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
消
費
は
更
に
冷

え
込
み
、
中
小
企
業
は
経

営
が
成
り
立
た
ず
、
税
収

も
落
ち
込
み
、
地
域
の
雇

用
・
経
済
に
多
大
な
影
響

が
予
想
さ
れ
る
と
考
え
ま

す
が
、
村
長
の
所
見
は
。

　

安
定
し
た
財
源
を

確
保
し
、
受
益
と
負
担
の

均
等
が
取
れ
た
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
へ
の
課

題
が
検
討
さ
れ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の

　民
間
委
託
を
問
う

　

①
民
間
委
託
を
取

り
入
れ
る
目
的
は
。

②
子
ど
も
の
食
育
、
教
育

と
経
費
削
減
と
の
関
係

は
ど
う
か
。

③
従
業
員
、
運
営
形
態
は

ど
う
か
。

　

①
臨
時
調
理
員
の

確
保
が
厳
し
い
こ
と
や

民
間
活
力
で
経
費
削
減

を
図
り
ま
す
。

②
食
に
関
す
る
指
導
は
こ

れ
ま
で
通
り
、
栄
養
職

員
等
が
行
い
ま
す
。

　
　

限
ら
れ
た
財
源
、
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
、

効
率
化
は
必
要
で
す
。

③
委
託
先
の
現
場
責
任
者

と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
給
食
衛
生
管

理
基
準
に
則
し
、
学
校

栄
養
職
員
等
が
確
認
・

検
査
を
行
い
ま
す
。

公
共
交
通
政
策
の

　
　
　
　
　
　方
針
は

　
「
滝
沢
村
地
域
公
共

交
通
会
議
」
を
設
置
し
、

必
要
な
公
共
輸
送
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
協
議
内
容
と

今
後
の
方
針
は
。

　

公
共
交
通
の
現
状

や「
ゆ
い
き
っ
ぷ
」「
減
ク

ル
マ
」の
説
明
、
取
組
み
、

更
に
自
治
会
の
先
進
例
の

報
告
、「
地
域
懇
談
会
」等

を
開
い
て
い
ま
す
。

　

村
内
地
域
バ
ス
路
線
は

（
仮
称
）
交
流
拠
点
複
合

施
設
の
開
設
に
併
せ
バ
ス

網
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
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高
齢
化
ピ
ー
ク
は
全
国
的
に

　
　25
年
と
い
わ
れ
て
い
る
が

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
　推
進
の
考
え
は

オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行

　
　訓
練
に
反
対
の
考
え
は

社
会
保
障
と
税
の

　
　一
体
改
革
は
ど
う
影
響

村
の
ピ
ー
ク
は
2
0
3
1
年

太
陽
光
発
電
公
共
施
設
に

　
　今
後
農
地
、
住
宅
も
検
討

安
全
性
に
不
安
が
あ
る
こ
と
は

　
　
　承
知
し
懸
念
し
て
い
ま
す

均
等
・
接
続
可
能
な

　
　
　
　
　社
会
保
障
制
度
に
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